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東浦町ＳＰ通信 
～東浦町では、学生ボランティアを“職員の仲間”という思いを込めて、 

「SP」または「スクールパートナー」と呼んでいます。～ 
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北部中学校 長坂ＳＰとの出会い 
 

 ５月６日、北部中学校で活動している長坂ＳＰに会いに行きました。大学のボランティア体験活動を

北部中学校で行い、そのまま東浦町のＳＰ活動の継続を決めてくれたそうです。北部中学校は彼女の出

身校でもあり、養護教諭はなんと恩師だということ。長坂ＳＰも養護教諭を目指して、熱心に活動に取

り組んでいました。「大学の授業も忙しいです。今日も午後から大学の授業ですが、授業の合間をぬって

週に一回活動させてもらっています」と話してくれました。大学２年生、きっと必修科目も多いでしょ

う。そんな中でも中学校に足を運んでくれています。学校ボランティアの体験には現場でしかない学び

があると感じたのでしょう。とても大切な感覚です。その“感じる力”も教員には必要な能力だと思い

ます。長坂ＳＰの感じる力、研ぎ澄まされています。 

 彼女の恩師である養護教諭の石黑先生にもお話をうかがいました。「彼女は大丈夫です。現場に出た

時に知らない事がないように、先を見据えて活動に取り組んでもらっています」開口一番の「大丈夫で

す」は、長坂ＳＰの人柄はもちろん、昔からの信頼関係があっての言葉ではないかと思います。とても

素敵な関係だな、これは長坂ＳＰも安心して活動に取り組めているな……と思いました。現場の先生か

らの温かい声掛け、そして気遣い、活動するＳＰさんたちにとってかけがえのない学びの土壌だと思い

ます。安心して活動が出来る場所では、安心して学ぶことができます。長坂ＳＰは、「これからもより質

の高い学びを得られるだろうな」、そして、「現場で即戦力になれるだろうな」と感じました。 

 教頭先生に、「学生はどんなことに気を付けて、このＳＰ活動に取り組んでいったらよいでしょうか？」

と尋ねてみました。すると、「現場の先生方の様子をよく見たり、話を聞いたりして、意図を汲み取って

動いてもらえるとよい」と答えてくださいました。この“意図を汲み取る”こと。難しいことです。現

場に行かないと分からないことです。感じられないことです。現場で、“意図を汲み取って動こう”と

意識しなければ、身につかない力です。今、東浦町内で活動している全てのＳＰさんたちは、現場の先

生・そして子どもたちの“意図を汲み取って”動いています。活動を見させていただくと、とてもよく

分かります。最初は不安で、何をしたらよいのだろうかと迷いながらも、その迷いこそが学びだと気づ

き、積極的に活動してくれています。これからも一つ一つ、この現場感覚を研ぎ澄ましていってくださ

い。 

 長坂ＳＰ、明るくて笑顔がとても素敵なＳＰさんでした。他の学校のＳＰさんとのつながりも、これ

からの活動や将来に生かしてもらえたらと思います。今年度もよろしくお願いします！ 


